
  　年末年始どこ行く、何する。

を
見
て
学
ぶ

親
子
で

山
歩
き

〈
日　

時
〉  

12
月
4
日
（
土
）　

〈
集　

合
〉  
9
時
10
分
長
柄
交
差
点
バ
ス
停

〈
対　

象
〉   
小
学
生
以
上　

健
脚
の
人

　
　

 

（
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

〈
コ
ー
ス
〉   

長
柄
〜
南
郷
公
園
〜
鷹
取
〜         

                          

東
逗
子
駅　

15
時
解
散     

〈
参
加
費
〉   

300
円
（
保
険
・
資
料
代
）

〈
申
込
み
〉　
（
８
７
５
）
８
４
４
０

　
　
　
　
　
　

  　

葉
山
・
山
楽
会　

板
垣

    

①
大
楠
山
ハ
イ
キ
ン
グ
「
三
浦
半
島
最
高
峰
」

     

〈
日　

時
〉    

12
月
23
日
（
祝
）   

10
時
〜
15
時

     

〈
集　

合
〉     

前
田
橋
バ
ス
停

     

〈
解　

散
〉     

大
楠
芦
名
口
バ
ス
停　

  

②
南
郷
上
ノ
山　
「
野
鳥
の
森
を
歩
こ
う
」

    

〈
日　

時
〉   

1
月
9
日
（
日
）   

10 
時
〜
12
時 

    

〈
集
合
・
解
散
〉　

南
郷
上
ノ
山
公
園　

               

　
　
　
　
　
　
　
　

 

管
理
事
務
所

 〈
日　

時
〉  

2
月
9
日
（
木
）

〈
集　

合
〉  

9
時
半　

JR
逗
子
駅

〈
参
加
費
〉　

500
円
（
保
険
料
込
み
）

〈
申
込
み
〉  （
８
７
５
）
６
７
８
０

　
　
　
　

  

葉
山
町
文
化
財
研
究
会　

市
原

　
　

  　
　

※

締
切
り
2
月
4
日　

ハ
イ
キ
ン
グ

 

③
春
を
探
そ
う
！
お
花
見
を
し
よ
う
！

   
〈
日　

時
〉   

3
月
26
日
（
日
）   

10 
時
〜
12
時

   
〈
集　

合
〉    

葉
山
町
消
防
署
前

   

〈
解　

散
〉    

葉
山
町
図
書
館
前

・木古庭神明社　               　　・本立寺（長柄）　温かい飲み物　  　

　お神酒と甘酒、子供には米麹の甘酒　　

・下山口神明社

　干支の御守り、甘酒、お菓子

・熊野神社（真名瀬）甘酒と豚汁

・森山神社（一色）

　甘酒、 みかん、 祝箸、御福銭

・御霊神社（長柄）

　温かい飲み物とみかん

　　　　　
・牛ヶ谷戸町内会　12/5（日）　

　10 時　アリレイナとなり矢嶋宅前

　（会費：小学生以上ひとり ¥200）

・向原町内会　12/14（火）　

　10 時半　サッポロビール葉山寮

・木の下町内会　1/9（日）　

　10 時　木の下会館

・新善光寺（上山口）23 時 30 分

　温かい飲み物、みかん、御守り

・光徳寺（堀内）23 時 45 分   

・福厳寺（長柄）23 時 40 分　

・長者ヶ崎海岸　1/8（土）

・諏訪町下海岸　1/9（日）     

・一色海岸　　　1/9（日）   

・森戸神社（左義長神事）  1/14 （金）

　御福銭あり

・真名瀬海岸　1/14（金）

・本圓寺前木古庭公園　1/16（日）

・森戸神社 　 「歳旦祭」　

　元旦    9 時

・御霊神社「御奉射祭（弓射式）」

　1/7（金）11 時。4 月に入学予

　定の男児が弓を射ます。

 　〈問合せ〉（875）2310　荒井

餅つき

除夜の鐘

新春祈願祭
どんど焼き

を
楽
し
む

ハ
イ
キ
ン
グ
で

　

葉
山
の
自
然
を
体
感
し
よ
う

☆
各
コ
ー
ス
と
も

  

〈
定　

員
〉   

5
組
10
人
程
度

  

〈
対　

象
〉   

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者 

　
　
　
　
　

  

海
と
自
然
に
興
味
の
あ
る
大
人

  

〈
参
加
費
〉   

フ
ァ
ミ
リ
ー
１
組
 

１
５
０
０
円

  

〈
問
合
せ
〉   

（
８
７
６
）
２
２
８
７

　
　
　
　
　

  　

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

     　

海
洋
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー

文
化
財

葉
山
駅
伝
で
駆
け
抜
け
ろ
！

身
近
な
山
で
紅
葉
狩
り

〈
日　

時
〉  

1
月
23
日
（
日
）

〈
コ
ー
ス
〉
一
色
小
学
校
校
庭
及
び
周
辺

〈
対　

象
〉  

町
在
住
在
勤
者
及
び
そ
の
家
族

〈
問
合
せ
〉　
（
８
７
５
）
４
３
６
０

　
　
　

      

葉
山
町
陸
上
競
技
協
会　

中
川

4年末年始休館日 12/27( 月 ) ～ 1/５( 水 ) 葉山まちづくり協会

詳
細
は
ま
ち
づ
く
り
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

初　詣

《
編
集
部
よ
り
》

　

協
会
Ｈ
Ｐ
の
「
フ
ォ
ト
広
場
」
の
「
ま
ち
づ
く
り
展
」

イ
ベ
ン
ト
で
は
展
示
場
所
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。
な
お
、「
フ
ォ
ト
広
場
」
で
は
ひ
き
続

き
投
稿
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

箱
根
駅
伝
に
負
け
な
い
盛
り
上
が
り

鎌
倉
国
宝
館
は
本
館
も
文
化
財
！

除夜の鐘が鳴る頃、お参りすると
いいこといろいろある寺社

http://w
w

w
.hayam

a-npo.or.jp
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広がる仲間の輪！
葉山のことを知れば

知るほど好きになる！

〈写真はホームページ「こんにちは葉山」より〉

貝

集

伝

祭 彩

祝

閑

一色小学校の体育館で、大人 19 名、子ども
31 名が参加し、なわとびなど共に楽しめる
スポーツの体験が行なわれました。（10/16）

下山口から里山を巡るツアー。茅山荘の観
音堂で座禅体験が行われ、下山川の流れる
静けさを全身で堪能。（9/25）

「花と緑のまちづくりを進める会」のメン
バーによりコスモスが刈り取られ、道行く人
や町の高齢者施設に贈られました。（10/23）

森戸神社の境内に葉山らしさをテーマにし
た町の人気グルメや商品が大集合！今年も
にぎわいました。（10/31）

町民に愛されている毎年恒例のイベント！
葉山御前太鼓や町内中学校吹奏楽部による
演奏が観客を魅了しました。（10/10）

「自然が処理できない物は、人の手で取り
除く」美しく安全な海岸を守り続けるため
に大切なことなのです。（10/3）

今年で 10 回目を迎えた葉山まちづくり展
は、南郷中学校の生徒やたくさんの人が訪
れました。（9/30 ～ 10/3）

「葉山メダカの会」と木古庭・上山口・下山
口の 3 町内会の町民 99 名が参加。こんなに
たくさんのゴミが回収されました。（10/17）

開通式の後、南郷中学校吹奏楽部のマーチ
にのって多くの人が通り初めを行ないまし
た。（9/23）

New！景観まちづくり研究会・葉山

ゼロ・ウェイストを考え・進める会

歌と大正琴の花園

トランジション葉山

下山川清掃

葉山まちづくり展

海辺の宝物をみつけよう

葉山ふるさとひろば

茅
ちざんそう

山荘ツアー 集まれ、ホタルのサポーター！

動

南郷花ひろばコスモス刈り取り

ビッグハヤママーケット買

子どもの外遊び教室

新桜山トンネル開通式

New！

New！

New！

色々なテーマのまち歩きを通して、新たな視
点で「葉山らしさ」をみつけます。
葉山を知るとまち歩きがもっと楽しくなりま
す。まち歩きで発見したことをもとに、地域
の人たちや行政と連携して葉山のまちづくり
を考え、提案していきます。まずは、まち歩
きからスタート。

初めてでもやさしく、生涯の生きがいとなる
大正琴。高齢になっても友人が増え若返りな
ど、時間が活かせます。
歌や大正琴の演奏を通じてお年寄りに楽しい
時間を過ごしていただけるよう、市町内の施
設での演奏慰問なども行っています。

地域の持続可能な循環型のまちづくりを目指
し、定期的に一色会館やカフェなどでイベン
トを開催しています。その他、地域通貨、地
産地消などのテーマ別のグループがあり、各
グループが互いに連携しながら自分たちが暮
らしたい未来を実現するための活動が特色。

ゼロ・ウェイスト社会（無駄・浪費のない社会）
を実現するためのＰＲ活動や、「バクテリア 
de キエーロ」の普及活動を通して生ゴミ自
家処理の推進、衣料品・小物の再利用を促す
無料掘り出し市などを開催しています。豊か
な自然環境と共生できる地域を築くことが目
標です。

汗
上山口の谷戸で、ヘイケボタルなどの水生
生物が生息できる環境を取り戻すための活
動が行なわれました。（10/23）

1 葉山まちづくり協会図書館 2階です



　

葉
山
に
少
林
寺
拳
法
の
稽
古
に
は
げ
む
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

週
に
3
回
夕
方
の
体
育
館
で
、
小
学
校
低
学

年
か
ら
大
人
ま
で
の
男
女
が
揃
い
の
道
着
に
そ

れ
ぞ
れ
の
級
や
段
の
色
の
帯
を
結
び
、
大
き
な

掛
け
声
と
と
も
に
形
や
組
の
練
習
を
し
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
練
習
で
は
拳
法
の
形
や
技
、
組
み
の

他
に
基
礎
運
動
と
し
て
の
柔
軟
体
操
や
、
子
ど

も
が
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
感
覚
で
で
き
る
体
操
な
ど

も
取
り
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

少
林
寺
拳
法

は
、
よ
く
カ
ン

フ
ー
な
ど
と
混
同

さ
れ
が
ち
で
す

が
、
湘
南
葉
山
道

院
・
道
院
長
の
開
ひ
ら
き

さ
ん
に
よ
れ
ば
、

少
林
寺
拳
法
は
日

本
の
武
道
で
あ
り
、
創
立
は
一
九
四
七
年
。

「
人
、
人
、
人
、
す
べ
て
は
人
の
質
に
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
は
人
格

や
言
動
に
よ
っ
て
物
事
の
良
し
悪
し
は
決
ま
る

こ
と
を
意
味
し
、
修
練
を
通
じ
て
慈
悲
の
心
と

正
義
感
の
強
い
人
間
を
育
て
、
社
会
に
貢
献
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
少
林
寺
拳
法
の
理
念
の
一
つ

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
「
自
他
共
楽
」
と
い
う

教
え
が
あ
り
、
自
己
本
位
な
考
え
を
捨
て
、
他

人
を
思
い
や
れ
る
人
間
に
な
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

葉
山
に
道
場
が
開
か
れ
て
以
来
４
年
、
楽
し

く
年
齢
に
関
係
な
く
仲
間
意
識
を
大
切
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
横
浜
市
民
大
会
や
県
大
会
で
入

賞
し
た
拳
士
も
多
く
、
メ
ダ
ル
と
賞
状
を
胸
に

し
た
誇
ら
し
げ
な
姿
は
愛
ら
し
く
も
あ
り
頼
も

し
く
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

〈
問
合
せ
〉　

〇
九
〇
一
〇
三
五
三
一
七
三　

開

3

　

堀
内
の
ち
ょ
っ
と
い
い
道
を
歩
き
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
館
の
あ
る
町
立
図

書
館
。

　

葉
山
は
川
沿
い
、
山
沿
い
、
海
沿
い
に
細
い

道
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
広
い
道
は
あ
と
か

ら
つ
く
ら
れ
た
道
で
、
車
の
す
れ
ち
が
え
な
い

よ
う
な
道
が
古
く
か
ら
の
道
。　

　

国
道

134
号
線
が
で
き
る
ま
で
、
図
書
館
や

ジ
ョ
ナ
サ
ン
、
手
前
の
ク
ス
の
木
あ
た
り
に
別

荘
が
あ
っ
た
と
か
。
信
号
を
渡
る
と
、
あ
け
の

星
幼
稚
園
。
そ
の
脇
道
を
行
く
と
、
か
な
が
わ

建
築

100
選
に
入
っ
て
い
る
、
旧
東
伏
見
宮
別
邸

（
通
称
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）
で
あ
る
美
し
い
洋
館

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

葉
山
小
に
向
か
う
旧
道
に
入
る
と
、
生
垣
、

石
垣
、
旧
足
立
邸
の
洋
館
も
残
っ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
子
守
地
蔵
。
二
百
余
年
放
置
さ
れ
て
い

た
の
を
里
人
が
掘
り
起
こ
し
、
別
地
に
ま
つ

り
、
現
在
地
に
堂
を
建
て
て
移
し
ま
し
た
。

「
地
蔵
尊
ニ
ュ
ー
ス
」
が
置
か
れ
て
い
て
、
記

事
が
お
も
し
ろ
い
。

　

信
号
を
渡
り
急
坂
を
登
る
と
、
光
徳
寺
飛
び

地
。
鐘
楼
に
古
い
鐘
が
置
か
れ
、
こ
こ
か
ら
山

な
み
、
家
な
み
、
海
が
見
わ
た
せ
て
、
意
外
や

逗
子
の
花
火
の
見
物
ス
ポ
ッ
ト
だ
そ
う
で
す
。

　

山
沿
い
に
歩
く
と
「
す
だ
い
田
」
。
葉
山
小

の
米
作
り
の
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
り
、
よ
く
手
入

れ
さ
れ
て
い
る
里
山
の
美
し
さ
に
、
ほ
っ
と
心

が
和
み
ま
す
。

　

木
々
の
繁
っ
た
暗
い
所
を
抜
け
る
と
小
さ
な

橋
。
住
宅
地
を
通
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
。
赤
い

幟の
ぼ
りを
目
印
に
平
松
地
蔵
へ
。
一
色
平
松
に
あ
っ

た
松
が
枯
れ
、
そ
の
根
で
つ
く
ら
れ
た
二
体

の
う
ち
一
体
と
か
。
地
蔵
堂
も
趣
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み
。

　

狭
い
道
を
抜
け
て
、
か
な
が
わ
花
の
名
所
の

あ
じ
さ
い
公
園
へ
。
入
口
を
の
ぼ
り
、
左
へ
行

く
と
三
ヶ
岡
に
出
る
あ
じ
さ
い
コ
ー
ス
。
右
に

行
く
と
か
つ
て
の
平
山
ホ
テ
ル
跡
地
。
今
は
、

季
節
に
は
約
三
千
株
の
紫
陽
花
が
咲
き
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
富
士
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

海
へ
向
か
っ
て
下
る
と
光
徳
寺
。
鈴
木
三
郎

助
（
味
の
素
創
始
者
）
の
菩
提
寺
で
、
檀
家
の

た
め
の
休
憩
所
か
ら
の
眺
め
も
素
晴
ら
し
い
。

　

道
な
り
に
下
る
と
、
魚
料
理
が
目
当
て
の
人

の
行
列
。
す
ぐ
に
森
戸
神
社
。
参
道
か
ら
本

殿
、
裕
次
郎
の
碑
か
ら
海
岸
に
お
り
る
と
、
目

の
前
に
広
が
る
輝
く
海
。
白
い
裕
次
郎
灯
台
、

名
島
の
赤
い
鳥
居
。
遠
く
に
山
な
み
、
そ
し
て

富
士
山
。
葉
山
か
ら
眺
め
る
富
士
山
が
一
番

美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
名
木

100
選
の
森
戸

飛ひ
び
ゃ
く
し
ん

柏
槙
や
、
千
貫
松
を
見
て
か
な
が
わ
景
勝
50

選
に
入
る
森
戸
の
夕
照
を
眺
め
て
も
よ
い
。

　

細
い
道
に
は
昔
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
山
、

森
、
川
、
海
、
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
葉
山
を
改

め
て
堪
能
で
き
ま
す
。

たくましい子どもたち

コーヒーでホッと一息 葉山まちづくり協会

向原

海
岸
通
り 葉山小

旧東伏見宮別邸

あじさい公園

森戸神社 堀
内
の
ち
ょ
っ
と
い
い
道
を
歩
く
　
　《
葉
山
の
道
②   

堀
内
》

子
ど
も
を
育
て
る
武
道
　
　
　
少
林
寺
「
自
他
共
楽
」
の
こ
こ
ろ

細い道を行くと
なぜか新しい発見がある。

「
森
戸
川
村
」
は
森
戸
川
を
中
心
に
二
子
山
山

系
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
保
護
す
る
た

め
、
川
の
掃
除
や
倒
木
の
再
利
用
を
始
め
巣
箱

の
設
置
、
林
道

の
整
備
な
ど
の

活
動
を
し
て
い

る
団
体
で
す
。

　

10
月
10
日

（
日
）
万
葉
植

物
で
草
木
染
め

を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。
会
場
は
大
山
林
道
ゲ
ー
ト
脇
の
森
戸

川
村
広
場
で
、
20
組
余
り
の
参
加
者
に
は
親
子

連
れ
の
方
も
多
く
、
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
村
長
・
清
水
さ
ん
か
ら
万
葉
植
物

の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
林
道
を
散
策
し
ま
し

た
。
森
戸
川
水
系
に
万
葉
植
物
は
約

120
種
あ
る

と
か
。
ハ
ゼ
、
ナ
シ
、
カ
エ
デ
、
ワ
タ
…
道
沿

い
に
見
つ
か
り
ま
す
。「
ハ
ギ
や
ウ
メ
の
歌
は

た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
カ
キ
の
歌
は
詠
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
」「
秋
の
七
草
で
こ
の
辺
に
残
っ
て
い

る
の
は
ク
ズ
と
オ
バ
ナ
（
ス
ス
キ
）
だ
け
」

　

森
戸
川
沿
い
の
狭
い
道
に
は
ケ
ヤ
キ
、シ
バ
。

「
ア
ケ
ビ
は
サ
ノ
カ
タ
と
も
呼
ば
れ
、
恋
の
歌

が
あ
り
ま
す
よ
」
川
の
中
に
ア
シ
。
カ
ク
レ
ミ

ノ
は
神
社
の
お
供
え
物
を
の
せ
る
葉
。「
ア
カ

メ
ガ
シ
ワ
も
葉
が
器
と
し
て
使
わ
れ
、
ヒ
サ
ギ

と
も
言
わ
れ
、
食
用
に
も
な
り
染
料
に
も
使
わ

れ
ま
す
」

　

染
色
の
先
生
、
葉
山
在
住
の
矢
谷
佐
知
子
さ

ん
は
身
近
に
あ
る
草
木
か
ら
繊
維
を
と
り
、
野

山
の
植
物
や
、
海
で
は
ヒ
ジ
キ
の
蒸
し
汁
な
ど

自
然
の
材
料
で
、
染
め
、
織
り
を
し
て
い
ま
す
。

「
自
然
を
大
切
に
し
た
い
の
で
貴
重
な
植
物
は

使
い
ま
せ
ん
。
採
っ
て
も
す
ぐ
に
伸
び
る
生
命

力
の
あ
る
草
木
を
使
い
ま
す
。
自
然
の
も
の
な

の
で
自
然
に
帰
せ
る
も
の
ば
か
り
」

　

こ
の
日
は
万
葉
植
物
の
ひ
と
つ
、
ヒ
ノ
キ
の

皮
で
綿
ガ
ー
ゼ
や
シ
ル
ク
の
布
を
染
め
ま
し

た
。
草
木
染
の
基
本
は
植
物
を
煮
出
し
た
液
で

染
め
て
、
鉱
物
性
の
バ
イ
セ
ン
液
で
色
を
引
き

出
し
定
着
さ
せ
る
こ
と
。
グ
レ
ー
、
ピ
ン
ク
、

グ
レ
ー
が
か
っ
た
ピ
ン
ク
と
、
バ
イ
セ
ン
液
に

よ
っ
て
微
妙
に
違
う
や
さ
し
い
色
が
で
ま
し

た
。

　

布
に
模
様
を
つ
け
た
い
人
は
輪
ゴ
ム
で
布
を

く
く
っ
た
り
、
丸
め
た
り
し
た
の
で
、
輪
ゴ
ム

を
は
ず
し
広
げ
る
と
お
も
し
ろ
い
模
様
が
あ
ら

わ
れ
ま
し
た
。
し
ま
、
丸
い
輪
、
四
角
、
花
の

よ
う
な
模
様
。

「
身
近
な
草
木
で
家
で
も
染
め
が
で
き
そ
う
」

「
葉
山
の
海
も
好
き
。
こ
れ
か
ら
は
森
も
川
も

大
切
に
楽
し
み
た
い
」
楽
し
げ
な
声
が
森
の
中

に
響
き
ま
し
た
。

　

真し
ん
な
せ

名
瀬
の
漁
師
、
矢
島
三
男
さ
ん
は
昭
和
43

年
に
旗
を
飾
れ
る
よ
う
な
大
き
な
船
を
造
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
や
っ
て
い
た

か
き
氷
屋
さ
ん
の
名｢

金
店｣
か
ら
き
て
い
る

「
き
み
せ
」
と
い
う
屋
号
を
船
の
名
前
に
し

ま
し
た
。
船
が
出
来
た
お
祝
い
に
、
「
か
た

ふ
ね
（
親
し

い
仲
間
を
意

味
）
」
や
親

戚
、
そ
し
て

造
船
所
か
ら

「
大
漁
旗
」

が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
43
年

の
相
場
で
大

漁
旗
一
枚
は
一
万
五
千
〜
二
万
円
、
大
き
い
も

の
は
そ
れ
以
上
の
値
段
で
し
た
。
「
旗
を
た
く

さ
ん
贈
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
人
気
が
あ
る

か
ら
」
と
ち
ょ
っ
と
得
意
げ
な
矢
島
さ
ん
。
そ

の
船
で
19
年
間
仕
事
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
旗
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
小
さ
い

旗
で

108
×

173
セ
ン
チ
、
大
き
い
旗
は

135
×

205
セ

ン
チ
と
予
想
以
上
の
大
き
さ
。
沖
合
い
遠
く
か

ら
で
も
目
立
つ
よ
う
に
派
手
な
色
使
い
で
す
。

　

船
が
出
来
あ
が
る
と
「
お
か
げ
さ
ま
で
出
来

ま
し
た
よ
」
と
皆
さ
ん
に
見
せ
る
た
め
、
名
島

で
三
回
巡
航
し
ご
披
露
し
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。

　

昔
、
大
漁
の
時
「
大
漁
旗
」
を
揚
げ
て
船
が

港
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、
捕
獲
し
て
満
載
し
き

れ
な
く
な
っ
た
魚
類
を
、
他
の
船
に
転
載
し
て

も
ら
う
合
図
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

旗
は
言
う
な
ら
ば
手
旗
信
号
で
も
あ
り
ま
し

た
。
今
と
違
い
電
話
も
無
線
も
な
い
時
代
で

す
。
旗
の
揚
げ
か
た
ひ
と
つ
で
、
エ
ン
ジ
ン
が

故
障
し
た
、
け
が
人
が
出
た
、
大
漁
だ
、
な
ど

を
周
り
を
走
っ
て
い
る
船
に
知
ら
せ
る
役
目
も

し
た
の
で
す
。

　

今
は
木
造
船
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
船
と
な

り
、
無
線
は
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま

す
し
、
も
ち
ろ
ん

携
帯
も
持
っ
て
い

ま
す
。
昔
の
ル
ー

ル
、
し
き
た
り
は

す
っ
か
り
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し

た
。

　

何
よ
り
の
変
化
は
魚
の
量
が
減
っ
て
し
ま

い
、
年
末
年
始
以
外
に
大
漁
旗
を
揚
げ
る
こ
と

が
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

                         　

◇

葉
山
ま
ち
づ
く
り
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
矢
島
三
男

さ
ん
の
「
大
漁
旗
」
を
展
示
し
ま
す
。

12
月
21
日
（
火
）
〜
1
月
30
日
（
日
）

心やすまる色合いに

2メダカもいるんです 葉山まちづくり協会

ほかに鶴亀などめでたい意匠もあり

昭和 60 年ごろのきみせ丸

万
葉
植
物
の
草
木
染
め
に
挑
戦
　
　
　《
葉
山
ま
ち
づ
く
り
展
イ
ベ
ン
ト
》

真
名
瀬
の
祝
い
船
　
　
　
か
つ
て
の
海
の
し
き
た
り
を
懐
か
し
む


